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　農村伝道神学校に入学したのは、2009 年の春で

あった。その年の夏、修養会で、国立療養所多磨全

生園とハンセン病資料館を訪問した。とても暑い日

で、頬につたう汗を何度も拭いながら、広い敷地の

中をあちこちと歩いた。その日、そこで目にしたこ

と、耳にしたことすべてが、強く、鋭い痛みとなっ

て、私の胸に突き刺さった。それは今も、そのまま

私の中にある。

　在学中、そのような痛みの経験を幾度となく繰

り返して、2013 年、私は福井県坂井市の丸岡教会・

緑幼稚園に運ばれた。神が私に託してくださった

初めての宣教の現場である。2015 年・2018 年にそ

れぞれ創立 100 周年を迎えた丸岡教会・緑幼稚園で

あるが、この教会と幼稚園もまた、戦争や 1948 年

の福井地震に加え、1958 年以降の計 35 年にも及ぶ

無牧期間とそれによる幼稚園の専任園長の不在、短

期間での牧師転任の繰り返しや活動休止期間等、さ

まざまな痛みを重ねてきた歴史があった。しかし、

2020 年 3 月に完成した創立記念誌の作成をきっか

けに紐解かれた 100 年の歩みの中には、痛みと共

に、人間の力では決して成し得ない神の御業の数々

があったことが明らかとなった。丸岡教会・緑幼稚

園はいつもずっと、神のご支配の内にあったのだ。

そしてそこには、時代を担った伝道者や信徒たち

がいた。ここに来なければきっと名前も知らずにい

たであろう人々であった。名も記されていない人々

だっているはずである。

　その中に私も招かれて、仕え、8 年目の夏の終わ

りを迎えている。伝道者として立たされて 8年、お

それ、立ち止まり、迷い、失敗し、落胆したことも

あった。いつのまにか傷だらけになっていた。でも、

それはそれで良かった。自分の弱さがはっきりし

た。自分が、ただ神により頼んで生きる者でしかな

いと確信できた。行き詰まりや挫折の上に、神の道

があった。それが、神の道であることを知った。だ

から、何度でも立ち上がることができた。日曜日の

度に教会に集められ礼拝を守ることができる喜び、

教区唯一の指定再建教会からの自立、2 名の転入者

と 2名の受洗者が与えられた恵み、園の幼い子ども

たちと過ごす日々。神の恵みは、いつも私たちと共

にあった。

　そして今、私たちはまたもや、全国的・世界的に、

まるで想像もしていなかった日常を過ごしている。

さまざまな情報が錯綜し、翻弄され、迷い悩む日々。

先が見えず、希望を見出せずに、傷つけ合い、生き

ることに疲れ果てる人々。誰もがそんな毎日を送っ

ている。しかし、この深淵の中にも、神の御業は確

かに進んでいる。だから、私たちは、神と、主イエス・

キリストのもとに、名もなき働き人として、汗しな

くてはならない。時には涙もするだろう。たくさん

の痛みを知るだろう。傷だらけにもなるだろう。し

かし、それでいい。それが、神の道であるのだから。

私たちは、神の時に託されたその働きを、全うしな

ければならない。私たちは、そのために立たされ、

散らされている。しかしだからと言って、私の名や

働きは、忘れられ、消え去るものでなければならな

い。ただ神の御業が成ればいいのだから。

　農村伝道神学校に入学した最初の夏の、あの修

養会を終えてからこれまでの間、少しずつ、全国各

地のハンセン病療養所を一人訪ね歩いていた。丸岡

教会に着任してからしばらくはどこにも行けずに

いたが、2017 年の夏に群馬県・栗生楽泉園の訪問

がかなったことや、さまざまな良い出会いが重なっ

たことがきっかけとなり、私は、ハンセン病と初め

て本当に出会ってから 10 年が経った 2019 年の春、

大学院で、ハンセン病についての学びを深めること

となった。あの時の痛みが、今もまだ続く。しかし、

その痛みが、私の人生を変えてきたように思う。

　そして今日も、私たちは、神の道を歩く。
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2020 年度　農村伝道神学校後援会会計報告 2020 年 6 月 1 日～ 8月 31 日（　）内の数字は回数で、金額はその合計です。

後援会献金（団体） 

稲城教会 5,000

在日大韓基督教会 

 10,000

信濃町教会聖和会 

 10,000

信濃町教会婦人会ぶ

どうの会 30,000

相武台教会 5,000

宗万牧場 2,100

永山教会 10,000

西上尾教会 100,000

能登川教会 5,000

立教女学院キリスト

教センター 40,000

合計 10 件 

金額 217,100

後援会献金（個人） 

新清緑・絲子 20,000

池迫嗣子 3,000

池田　伯 10,000

稲益久仁子 3,000

井上したふ 3,000

ロバート＆圭子ウ

イットマー 

  30,000(3)

大澤錦一 50,000

大仲朝江 15,000

大脇順和 10,000

表見　聖 3,000

景山末子 10,000

梶原ふく江 5,000

片山禎二 5,000

川島堅二 5,000

川谷恵子 5,000

北間正義 10,000

楠本啓子 3,000

小泉晴子 3,000

河野通久 3,000

小原　敏 10,000

佐々木英之助・和子 

 3,000

佐々木和子・英之助 

 3,000

佐々木ちじゑ 1,000

佐藤濶子 5,000

下園弘子 20,000

庄司かつ子 5,000

鈴木　伸 610

高柳めぐみ 5,000

滝澤佐和子 5,000

田中暉彦 4,000

田中浩子 3,000

田中和三郎 10,000

月本昭男 5,000

ディヴァン・スクル

マン 5,000

土井道子 5,000

東郷淑子 3,000

徳島恵子 3,000

中村一義 11,000

成田昭子 3,000

西村保與子 15,000

野崎典子 5,000

服部栄・圭子 5,000

原　弓子 5,000

平本順子 20,000

藤田純子 3,000

藤田直美 5,000

古川力也 10,000

堀口美都穂 3,000

馬淵由季子 20,000

三浦　修 3,000

三木カズ子 3,000

安永直美 5,000

柳　和吉 3,000

山田　裕 2,000

山田三郎・由美子 

 2,000

吉田光子 10,000

合計 58 件 

金額 424,610

記念日他献金（団体） 

池袋西教会 40,000

山谷兄弟の家伝道所 

 3,000

よきサマリヤ人伝道所 

 20,000

合計 3件 

金額 63,000

記念日他献金（個人） 

Teruko & Rieko  
 10,000

阿部洋子 2,000

雨宮美枝子 1,000

石橋光朗 1,000

伊藤威知郎 1,000

稲生優美子 3,000

井本謙一 5,000

岩井　豊 10,000

岩崎和子 5,000

遠藤真理 5,000

大久保徹夫 2,000

大久保洋子 10,000

織田信行 5,000

鏡　清美 5,000

鹿島正安 2,500

金木絹江 5,000

上内鏡子 2,000

加山久夫 5,000

北澤廣子 10,000

木下良子 5,000

清田勝真 1,000

吉良保子 5,000

久保マサ子 1,406

熊谷トキ 3,000

桑畑祥生 3,000

小出美智子 3,000

小林利明・恒子 4,000

斎藤誠爾 20,000

坂西千鶴子 5,000

菅野百合子 3,000

鈴木一宏 5,000

高倉謙次 5,000

高谷三郎 5,000

武田初代 10,000

津布楽幸八 5,000

ディヴァン・スクル

マン 5,000

豊田江美 50,000

長町昭子 3,000

西岡昌一郎 5,000

服部道子 5,000

平田由喜子 10,000

福井稔・のぶみ 5,000

福島明美 3,000

藤村誠・耀子 10,000

水谷信栄・スエ 

 10,000

山田美知子 5,000

匿名 5,000

合計 47 件 

金額 288,906

ひとつぶ献金 

生田教会 162,100(2)

荻窪教会 105,800(2)

軽井沢追分教会 

 28,700

鶴川北教会 50,000

鶴川教会 96,600

まぶね教会 22,600

合計 8件 

金額 465,800

事務局だより
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◇「丸岡教会・緑幼稚園の 100 年」を発行された
丸岡教会の佐藤徹先生に１ページでご執筆いただ
きました。限られた字数で、農伝での学びから今
の歩みを伝えていただき感謝をいたします。
◇３ページに「ひとつぶ献金の輪を広げよう！」
を掲載しました。「ひとつぶ献金活動」は 1995 年
度に始まりました。教会や団体・グループの了解
を得て、声をかけていただき、ひとつぶの種を蒔
いてくださいますよう、お祈りいたします。
◇次号発行は 11 月中旬のため、今号２ページで
クリスマスカードとグッズの一部を紹介しました。
農伝オリジナル・クリスマスカード 20 種以上の
一覧をメール添付・ファクス・郵送でお送りいた
します。
どうぞ農伝事務所・後援会にご請求ください。　

◇チャペルの西川リードオルガンが半年以上かけて
修復され、修復記念コンサート開催を後援会で計画
しました。10月中旬を考えていましたが、新型コロ
ナウイルスの影響で日時がまだ確定しておりません。
ご関心をお持ちの方はお問い合わせをお願いします。
まぶね教会での農伝支援コンサート開催時期も引き
続き検討しています。農伝支援グッズ販売の機会も
少なくなり、農伝支援グッズセットをお送りして、
ご覧いただき注文いただく方法も考えております。
◇今年度 8月までの献金状況を以下でご報告いた
します。郵便局での振り込みも困難なときに昨年
を越える件数の献金を送金いただき感謝をいたし
ます。今後とも全国から献金とお祈りを寄せて、
お支えくださいますよう、お願いいたします。　
　　　　　　　　　　　　　　　（後援会実務会）

2020 年度後援会会計報告 2020 年 4 月 1 日～ 2020 年 8 月 31 日現在

収　　入（献金・他）

後 援 会 費 （団体）

　   〃　   （個人）

記念日他献金（団体）

　   〃　   （個人）

ひとつぶ献金（団体）

グッズ / コンサート

　合　　　　　 計

献金区分
2020年度 (4月～8月） 前年度同期

前年同
期比
 (％ )

件数

14

82

8

64

10

178

金額 (円 )

270,100

601,610

126,000

450,836

524,400

38,840

2,011,786

件数

12

64

6

48

15

145

金額 (円 )

412,250

425,600

248,148

344,000

535,000

62,600

2,027,598

66%

141%

51%

131%

98%

62%

99%
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戸田伊助牧師　2020 年 8月 27日召天　元日本基督教団総会議長、元名古屋教会牧師
　　　　　　　1984 年～ 2002 年　農村伝道神学校後援会会長


